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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、近視性脈絡膜血管新生（mCNV）が炎症と関係していると仮定し、脈絡膜血管

新生（CNV）関連炎症性サイトカインとmCNVや近視性黄斑症、および治療に対する反応との

関連について検討したものである。その結果、Vascular endothelial growth factor（VEGF）

とIL-8がmCNV眼で上昇し、またそれらがmCNVと強い関連をもつことや、MCP-1がベバシズマ

ブ硝子体内注射（IVB）治療抵抗性および黄斑症の進行と関連していることが判明した。本

論文の内容は、mCNVとVEGFの関連についてのこれまでの報告を裏づけ、さらにはIL-8や

MCP-1がmCNVに対する新たな治療ターゲットあるいはマーカーとなり得る可能性を示唆す

るものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


